ふうしょう でんしょう 

諷唱者 • 叙事詩 伝誦 者ら の 常識が、 そうした 語句の 

つじつま 

周囲 や 文法 を 変化 させて 辻 棲 を 合せて いる。 口頭 詞章 

を 改作したり、 模倣した ような 文章. 歌謡 は、 ことに 

時代と 個性との 理会 程度に、 古代の 表現 法 を 妥協 させ 

てく る。 記. 紀. 祝詞な どの 記録 せられる 以前に、 容 

易に 原形に 戻す ことので きぬまでの 変化が あった。 古 

詞 および、 古詞 応用の 新 詞章の 上に、 十分こう した こ 

とが 行われた 後に、 やっと、 記録に 適当な —— ある も 

の は、 まだ 許されぬ —— 旧 信仰 退転の 時が 来た。 奈良 

朝の 記録 は、 そうした 原形. 原義と、 ある 距離 を 持つ 

た 表現なる こと を、 忘れて はならぬ。 たとえば 天の 御 



これから 言う 話な ども、 この 議論 を 前提と して かか 

るの が 便利で も あり、 その 有力な 一 つの 証拠に も 役立 

つ わけなの である。 

くにの みやつ この カム ョゴト 

出 雲 国 造 神 賀詞に 見えた、 「をち 方の ふる 川岸、 

こち 方の ふる 川ぎ しに (おひた てる 力) 若水 沼 間 

の、 いや わかえ に、 み 若え まし、 す、 ぎふる をと みの 

水の いや 復元に、 み 変 若 まし、 …… 」 と ある 中の 「若 

水 沼 間」 は、 全体 何の こと だか、 国学者の 古代 研究 始 

まって 以来の 難 義のー つと なって いる。 「生 立」 と あ 

ると ころから、 生物と 見られが ちであった。 ことに 植 

物ら しいと い う 予断が 、 結論 を 曇ら してきた ようで あ 



「ふる 川の 向う 岸. こちら 岸に、 大きくな つて 立って 

かほん 

いるみ ぬまの 若い の」 と言うて くると、 灌木 ゃ禾本 類、 

ないし は 水 藻な どの 聯想が 起らずに はいない。 と きど 

き は 「生 立」 に 疑い を 向けて、 「水 沼 間」 の 字面の 語感 

にたよ つて、 水たまり. 淵な どと 感じる くらいに とど 

まった の は、 無理 もない ことで ある。 実は、 詞章 自身 

が、 口伝えの 長い間に、 そういう 類型 式な 理会を 加え 

てきて いたので ある。 

すみの え 

一番 これに 近い 例と して は、 神 功紀. 住吉神 出現の 

ひむ か たちばな お ど 

段 「日向 の 国の 橘の 小 門 のみな 底に 居て、 

ミツ ハモ ワカ (？) ニイ デヰル うわつつ のお 

水 葉 稚之出 居 神。 名 は 表 筒 男 • 中 筒 男 • 底 筒 男の 神 



あり」 というの が ある。 これ も 表現の 上から 見れば、 

みずみ Iq- 

水中の 草葉 • 瑞々 しい 葉な ど を 修飾 句に 据えた ものと 

考えて いたのら しい。 変った 考えで は、 みつは は 水 走 

みそ ほとばし 

で、 禊ぎ の 水の 迸 る 様 だとす るの も ある。 

みぬ ま • みつは、 おなじ 語に 相違ない。 それに 若さ 

まと 

の 形容が つき 纏うて いる。 だが 神 賀詞に 比べる と 「出 

居」 という 語が 「水 葉」 の 用法 を 自由にし ている。 動 

物. 人間と もとれる 言い方で ある。 ただそう すれば、 

みつは 云々 の 句に、 呪詞 なり 叙事詩な りの 知識が、 予 

約せられ ている と 見ねば ならぬ。 それにしても、 この 

表記法で は、 すでに 固定して、 記録 時代の 理 会が 加つ 



て いるものと 言えよう。 

この 二つの 詞章の 間に 通じてい る、 一つの 事実 だけ 

は、 やっと 知れる。 それ はこの 語が 禊ぎ に 関聯した も 

のなる ことで ある。 みぬ ま • みつはと 言い、 その 若い 

ように、 若くなる といった 考え方 を 持って いたらし い 

とも 言える。 古代の 禊ぎ の 方式に は、 重大な 条件で 

あった ことで、 夙く 行われ なくなった 部分が あつたの 

だ。 詞章 は 変改 を 重ねながら、 固定 を 合理化して ゆく。 

みつは. みぬ まと 若 やぐ 霊 力と を、 いろいろな 形に く 

み 合せて 解釈して くる。 それが、 詞章の 形 を 歪ませて 

しまう。 



宮廷の 大祓式 は、 あまりに も 水との 縁が 離れ 過ぎ 

ていた。 祝詞の 効果 を 拡張し 過ぎて、 空文 を 唱えた 傾 

うらべ なかだち 

きが 多い。 一 方 また、 神祇官の 卜 部 を 媒 にして、 

おんみよう 

陰陽道 は、 知らず 悟らぬ うちに、 古式 を飜 案して 行つ 

ていた。 出 雲 国 造の 奏寿 のために 上京す る 際の 禊ぎ は、 

出 雲 風土記の 記述に よると、 わりに 古い 型 を 守って い 

たものと 見て よい。 そうして すくなくとも、 これに は 

あって、 宮廷の 行事お よび 呪詞 にない 一 つ は、 みぬ ま 

3 ヲ 

に 絡んだ 部分で ある。 大祓詞 および 節 折りの 呪 詞の秘 

密な 部分と して、 発表せられ ないで いたの かも 知れな 

い。 だが、 大祓詞 は 放つ 方ば かり を 扱うた こと を 示し 



き づ き 

造の いる 杵築 にあった ので ある。 でも、 みぬ まとなる 

と、 わから なくなった 呪詞. 叙事詩の 上の 名辞と しか 

感ぜられなかった のであろう。 

水 沼の 字 は、 おなじ 風土記 仁 多 郡の 一章に 二と こま 

で 出て いる。 

おおな もちの みこと ァ ヂスキ タカ ヒ n 

三津郷 …… 大穴 持 命 の 御子 阿 遅 須枳高 日子 命… 

…大神 夢に 願ぎ 給 はく 「御子の 哭く由 を 告れ」 と 

夢に 願ぎ まし ゝ かば、 夢に、 御子の 辞 通 ふと 見 ま 

さ ソ ノ卜キ ミア サキ 

しき。 かれ 寤 めて 問 ひ 給 ひし かば、 爾 時に 「御津」 

まお いずく しか 

と 申しき。 その 時 何処 を然言 ふと 問 ひ 給 ひし かば、 

ミ オヤ タ チサ リニ イデ マ 

即、 御 祖の前 を 立 去 於 坐して、 石 川 渡り、 阪の上 



に 至リ留 り、 此処と 申しき。 その 時、 其津の 

ミヌマ イデ (？) テ ソ、 マ かれ カム ョゴト 

水 沼 於而、 御身 沐浴ぎ 坐し き。 故、 国 造の 神 吉事 

まお みかど まいむ か イデ、 

奏して 朝廷に 参向 ふ 時、 其 水 沼 出 而用ゐ 初む るな 

- ) o 

出 雲 風土 記 考証 の 著者 後藤 さ んは、 やはり 汲 出 説で 

ある。 この 条は、 この 本の あちこちに 散らばった ぁぢ 

すき 神の 事蹟と、 一 続きの 呪詞的 叙事詩で あつたよう 

だ。 おそらく、 国 造 代替り または、 毎年の 禊ぎ を 行う 

時に 唱えた もので あろうと 思う。 禊ぎ の 習慣の 由来と 

して、 みぬ まの 出現 を 言う 条が あり、 実際に も、 ^3 

¥ が はたらい たものと 見られる。 だが、 その 詞は、 神 



賀詞と は 別の 物で、 ぁぢ すき 神と 禊ぎ との 関係 を 説く 

呪詞 だった ので ある。 その 詞章が、 断篇 式に 神 賀詞に 

も はいって いって、 みぬ まお よび 関係 深い 白鳥の 生き 

み つき 

御調が わり 込んで きた ものである らしい。 

水 沼 間. 水 沼. 弥努波 (または、 婆) と 三 様に、 出 

雲 文献に 出て いるから、 「水 汲」 と訂 すの は 考え もので 

ある。 後世の 考えから 直されねば ならぬ ほど、 風土記 

の 「水 沼」 は、 不思議な 感じ を 持って いるの だ。 人間 

に 似た ものの ように 伝えられ ていたの だ。 この 風土記 

たてまつ 

の 上 られた 天平 五 年に は、 その 信仰 伝承が 衰微して 

いたのであろう。 だから 儀式の 現状 を 説く 古 の 口述 



が、 あるいは 禊ぎ のた めの 水たまり を 聯想す るまでに 

なって いたの かも 知れぬ。 もちろんみ ぬまなる 者の 現 

れる 事実な ど は、 伝説 化して しもうて いたであろう。 

三 津郷の 名の 由来で も、 「三 津」 にみ つまの 「みつ」 を 

含み、 あるいは 三 沢 (後藤さん 説) に^ 3 (沢 を^- 

^^と 訓 じたと 見て) の義 があった ものと 見る 方が よ 

いか も 知れない。 でない と、 ぁぢ すき 神 を 学んで する 

国 造の 禊ぎ に、 みぬ まの 出現す る 本 縁の 説かれて いな 

いこと になる。 「つ」 と 「ぬ」 との 地名 関係 も 「つ」 か 

ら 「さは」 に 変化す るのより は 自然で ある。 



始めて、 この 家名が できた と 見る こと はでき ない。 

それよりも 早く 神の 名のみ ぬまが あ つたので ある。 

宗像 三女 神が 名高くな つたの は 鐘が 岬 を 中心に した 航 

なかみち 

路 (私 は 海の 中道に 対して、 海 北の 道中が、 これ だと 

考えて いる) にいて、 敬 拝す る 者 を 護った からの こと 

と 思う。 水 沼 神主の 信仰が 似た 形 を 持つ たがために、 

宗像 神に 習 合しな か つ たと は 言えぬ。 そういう ことの 

考えられる ほど、 みぬ ま 神 は、 古くから 広く 行き わた つ 

ていたの である。 三潴の 地名 は、 みぬ ま • みむ ま (倭 

名鈔) • みつまな ど、 時代に よって、 発音が 変って いる。 

だが 全体として は、 古代の 記録 無力の 時代に は、 もつ 



と 音 位が 自由に 動いて いたので ある。 

結論の 導きに なること を 先に 述べる と、 みぬ ま • み 

. みつは . みつめ . みぬめ . みるめ . ひぬ ま . が 

^などと 変化して、 同じ 内容が 考えられて いたよう 

である。 地名に なった の は、 さらに 略した^ 

^^などが あり、 また，^ • ぬ を領 格の 助辞と 見ての き 

り棄 てた ま • ^ . るな どの 郡郷の 称号が できて 

いる。 

五 丹 生と 壬 生 部 



数多かった 壬 生 部の 氏々 • 村 々も、 だんだん 村の 旧 

事 を 忘れて いって、 御 封と いう 字音に 結びついて しも 

うた。 だが 早くから、 職業 は 変化して、 湯 坐. 湯 母- 

チォモ ィ ヒガミ 

乳母 • 飯 嚼の ほかの ものと 考えられ ていた。 でも、 乳 

部と 宛てた の を 見ても、 乳母 関係の 名なる こと は 察し 

られ る。 また 入部と 書いて みぶ と 前まして いるの を 見 

れば、 (に ふ) の 女神との 交渉が 窺 れる。 ある 

いは 「水に 入る」 特殊の 為 事と、 II の 音韻 知識 か 

ら、 宛てた ものと もとれる。 

後に も 言う が、 丹 生 神と みぬ ま 神との 類似 は、 著し 

いこと なので ある。 それに 大和 宮廷の 伝承で は、 丹 生 



神 を、 後 入の みぬ ま 神と 習 合して、 みつはの めと した 

らしい の を 見る と、 ますます 湯 坐. 湯 母の 水に 関した 

為 事 を 持った こと も 考えられる。 

タヂヒ 

事実、 壬 生と 産湯との 関係 は、 反 正 天皇と 丹 比ノ壬 

生 部との 旧事に よって わかる。 出産 時の 奉仕者の 分業 

から 出た 名目 は、 おそらく • の 用語 例 を、 分 

まんに よう ハニ 

割した ものであった ろう。 万 葉に は、 赭土すな わち、 

丹 をと る 広場すな わち、 原と 解して いる 歌 も あるから 

丹 生の 字面 もそう した 合理 見から 出て いると 見られる _ 

に ふべ からみ ふべ . ^^と 音の 転じた こと も 考えて よ 

ヽ o 

レ 



はぐく あずか 

産湯から 育みの ことに 与る 壬 生 部 は、 貴種の 子の 

そそ 

出現の 始めに 禊ぎ の 水 を 灌ぐ役 を 奉仕して いたらし い。 

これが、 御名 代 部の 一 成因であった。 壬 生 部の 中心が、 

氏の 長の 近親の 女であった こと も 確かで ある。 こうし 

て 出現した 貴種の 若 子 は、 後に その 女と 婚 する ことに 

なった のが、 古い 形ら しい。 水辺 または 水神に 関係 あ 

たまよ リ ひめ 

る 家々 の 旧事に、 玉 依 媛の 名 を 伝える の は、 皆 この類 

オヤ ォ モカ ミ 

である。 祖 (母) 神に 対して、 乳母 神 をば (小 母) と 

言った ところから、 母方の 叔母すな わち、 父から 見た 

妻の 弟と いう 語が できた。 これが また、 神 を 育む 姥 (を 

ば • うば) 神の 信仰の 元に もなる。 



なかとみ の あまつかみの よごと 

大嘗 の中臣 天神 寿詞 は、 飲食の 料と してば かり、 

そせい 

天つ 水の 由来 を 説いて いるが、 日の み 子 甦生の 呪詞の 

中に、 産湯 を灌ぐ 儀式 を 述べる 段が あつたので あろう。 

「夕日より 朝日 照る まで 天つ 祝詞の 太の りと 詞を もて 

宣れ。 かくの らば、 …… 」 —— 朝日の 照る まで 天つ 祝 

詞の …… と 続く のでない。 祝詞の 発想の 癖から 言う と、 

ここで 中止して、 秘密の 天つ のりとに 移る ので ある。 

この 天つ 祝詞に そうした 産湯の ことが 含まれて いたら 

タデ ヒ シ n メ 

しい こと は、 反 正 天皇の 産湯の 旧事に、 丹 比ノ色 鳴ノ宿 

禰が 天神 寿詞を 奏した と 伝えて いる。 貴種の 出現 は、 

とうきよ く 

出産 も、 登極 も 一 つであった。 産湯 を 語り、 飲食 を 語 



る 天神 寿詞 が、 代々 の 壬 生 部の 選民から、 中臣 神主の 

手に 委ねられ ていって、 そうした 部分が 脱落して いつ 

たもの らしい。 

けれども 中臣が 奏する 寿詞 にも、 そうした^ 7^ 類似 

の 者の 顕れ たこと は、 天子の 祓 えなる 節 折りに、 由来 

ナカ 卜ミメ 

不明の 中臣 女の 奉仕した ことから も 察 しられる。 中臣 

天神 寿詞 と、 天子 祓 えの 聖 水すな わち 産湯と が、 古く 

はさら に 緊密に 繫 つていて、 それに 仕える に ふ 神 役 

をした 巫女で あつたと 考える こと は、 見当違い ではな 

タ. Mn ヒ 

いらし い。 丹 比 氏の 伝え や、 それから 出たら しい 日本 

紀の反 正 天皇 御 産の 記事 は、 一 つの 有力な 種子で ある。 



履 中天 皇紀 は、 ある 旧事 を 混同して 書いて いるら しい 

ふたまた ぶね 

一 一 股 船 を 池に 浮べた 話 • 宗像 三女 神の 示現な ど は 〔# 

「など は」 は 底本で は 「なと は 匕、 出 雲 風土記の ぁぢ すき 

たか ひこの 神 . 垂 仁の ほむち わけな どに 通じてい る。 

だから、 みつは わけ 天皇に も、 生れて 後の 物語が、 丹 

比 壬 生 部に 伝って いた ことが 推定で きる。 



六 比 沼 山が ひぬ ま 山で ある こと 



みぬ ま. みつは は 一語で あるが、 みつはの めの、 み 

も、 一 つものと 見て よい。 「罔 象 女」 という 支那 風 



の 字面 は、 この 丹 比 神に 一種の 妖怪 性 を 見て いたので 

ある。 また この 女性の 神 名 は、 男性の 神 名お かみに 対 

照して 用いられ ている。 「おかみ」 は 「水」 を 司る 蛇体 

だから、 みつはの め は、 女性の 蛇 または、 水中の ある 

動物と 考えて いた こと は 確から しい。 大和 を 中心とし 

た 神の 考え方から は、 おかみ • みつはの め 皆 山 谷の 精 

霊ら しく 見える。 が、 もっと 広く 海 川に ついて 考えて 

よい はずで ある。 

竜に 対する おかみ、 罔 象に 当る みつはの めの 呪 水の 

神と 考えられた 証拠 は、 神武 紀に 「水神 を 厳 ノ罔象 女 

となす」 と あるので も わかる。 だが 大体に 記. 紀に見 



える みつはの め は、 禊ぎ に 関係な く、 女神の 尿 または 

涙に 成った としてい る。 逆に 男 神の 排泄に 化生した も 

のとす る 説 もあった かも 知れぬ と 思われる の は、 穢れ 

から 出て いる ことで ある。 

阿波の 国 美 馬 郡の 「美 都 波迺売 神社」 は、 注意す ベ 

き 神で ある。 大和の みつはの めと、 みつは. みぬ まの 

一 つもの なること を 示して いる。 美 馬の 郡 名 は、 ^3 

¥ あるいは みつま . みるめと 音価の 動揺して いたらし 

い 地名で ある。 地名 も 神の 名から 出た に違いない。 

「のめ」 という 接尾語が 気になる が、 とよ うかのめ 

ほみ やの めな ど …… のめと いうの は、 女性の 精霊ら し 



い 感じ を 持った 語で ある。 神 と言うよりも、 一段 低く 

見て いるよう である。 みつはの めの 社 も、 阿波 出の 卜 

部な どから、 宮廷の 神 名の 呼び 方に 馴れて、 ^^を 添 

えたし かつめ らしい 称え をと つたので あろう。 摂津の 

西 境 一帯の 海岸 は、 数 里に わたって、 みぬめの 浦 (ま 

S ヌメ 

たは、 みるめ) と 称えられ ていた。 ここに は汶売 神社 

があって、 みぬめ は 神の 名であった。 前に 述べた 筑後 

あまの まない 

の 水 沼 君の 祀 つた 宗像 三女 神 は、 天真 名 井のう け ひに 

現れた ので ある。 だから、 禊ぎ の 神と いう 方面 も あつ 

たと 思う。 が、 おそらく は、 みぬ ま. 宗像は 早く 習 合 

せられた 別 神であった らしい。 



丹 後 風土記 逸文の 「比 沼 山」 のこと。 ひち の 郷に近 

いから、 山の 名 も 比 治山と 定められて しもうて いる。 

ムチ 

丹 波の 道主 ノ 貴が 言う のに、 ひぬ ま (氷 沼) の …… とい 

う ふうの 修飾 を 置く からと 見る と、 ひぬ まの 地名 は、 

古くあった ので ある。 この ひぬ まも、 みぬ まの 一 統な 

のであった。 

第 一 章に 言うた ような ことが、 この 語に ついても、 

うばたま 

遠い 後代まで 行われた らしい。 「烏羽玉の わが 黒髪 は 

白 川の、 みつはく むまで 老いに ける かな」 (大和 物語) 

ひがき おうな ミヅ ハク 

と いう 檜垣ノ 嫗 の 歌 物語 も、 瑞歯 含む だけ はわ か つ て 

も、 水 は 汲む の 方が 「老いに ける かな」 にしつ くりせ 



ぬ。 これ は みつはの 女神の 蘇生の 水に 関聯した 修辞が、 

平安に 持ち越して わから なくなつ たの を、 習慣 的に 使 

うたまで だろうと 説きたい。 この 歌な どの 類型の 古い 

もの は、 もっとみ つ はの 水 を 汲む 為 事が、 はっきり 詠 

まれて いたであろう。 とにかく、 老年 変 若 を 希う 歌に 

は 「みつは …… 」 と 言い、 瑞 歯に 聯想し、 水に かけて 

言う 習慣 も あ つたこと も 考えねば ならぬ と 思う。 

丹 比の みづ はわけ という 名 は、 瑞 歯の 聯想 を 正面に 

している が、 初めは、 みつは 神の 名 をと つたこと はす 

でに 述べた。 詞章の 語句 または、 示現の 象徴が、 無限 

に 譬喩 化せられる のが、 古代 日本の 論理であった。 ^ 



つ はが 同時に 瑞 歯の 祝言に もな つたので ある。 だが こ 

れは 後に ついて きた 意義で ある。 本義 はや はり、 別に 

考えなくて はならぬ。 

みぬ ま . みつは . みつま . みぬめ . みるめ . ひぬ ま。 

これ だけの 語に 通ず ると ころ は、 水神に 関した 地名で、 

これに 対して、 (丹 生) と、 むな かたの 三女 神が、 

あ つ たらし いこと だ。 

丹 後の 比 沼 山の 真 名 井に 現れた 女神 は、 とよう かの 

ぬで、 外宮の 神であった。 すなわち その 水お よび 酒の 

神と しての 場合の、 神 名で ある。 この 神 初め ひぬ まの 

まな ゐの 水に 浴して いた。 阿波の みつはの めの 社 も、 



那賀 郡の わな さお ほその 神社の 存在 を 考えに 入れて み 

ると、 ひぬ ま 真 名 井 式 の 物語が あ つたろう。 出 雲に も 

わな さおき なの 社が あり、 あはき へ • わな さ ひこと い 

う 神 もあった。 阿波の わな さ • お ほそとの 関係が 思わ 

れる。 丹 波の 宇奈韋 神が、 外宮の 神で ある こと を 思え 

ば、 酒の 水すな わち 食料と しての 水の 神 は、 処女の 姿 

と 考えられても いたの だ。 これが みつはの 一 面で ある _ 

七 禊ぎ を 助ける 神 女 



出 雲の 古 文献に 出た みぬ ま は 早く 忘れられた 神 名で 



植物と 考えて いたらし い 書きぶ りで ある。 その 詞章の 

表現 は、 やや 宙 ぶら りで ある。 何としても 「みつは… 

〜」 は、 序 歌風に 使われて い、 みつはの 神の 若い と 同 

様、 若 やかに 生い 出ず る 神と でも 説くべき であろう。 

思う に、 みつはの 中に も、 稚 みつはと 呼ばれる もの 

が、 禊ぎ の 際に 現れて、 その 世話 をす る。 この 神の 発 

生 を 説いて、 禊ぎ 人の 穢れ から 化生した という 古い 説 

明が 伝わら なくなつ たの かも 知れぬ。 とにかく、 この 

女神が 出て、 禊ぎ の 場 処を上 • 下の 瀬と 選び 迷う y7 

ョ 口 

さ をした 後、 中つ 瀬の 適しい 処に 水浴 をす る。 この ふ 

るまい を 見習うて 禊ぎ の処を 定めたら しい。 これが 久 



しく 意義 不明の まま 繰 返され、 みぬ まとしての 女が 出 

て、 禊ぎ の 儀式の 手引き をした。 それがし だいに 合理 

化して、 水辺 祓除 のか ぃぞ えに 中臣 女の ような 為 事 を 

する ようになり、 そのこと に 関した 呪詞の 文句が いよ 

いよ 無意義に なり、 他の 知識 や、 行事. 習慣から 解釈 

して、 発想法 を 拗れさせ てきた。 そこに、 だいたい は 

きまって、 一部分お ぼろな 気分 表現が、 出て きたの だ 

ろう。 

大湯坐 • 若湯 坐の 発生 も 知れる。 みぬ まに、 候補者 

または 「控え」 の義の わかみ ぬまが あつたの であろう。 

大和 宮廷の 呪詞. 物語に は、 みつは をた だの 雨 雪の 神 



として、 おかみに 対する 女性の 精霊と 見た 傾きが あり、 

丹 生 女神と すら、 いくぶん、 別の ものら しく 考えた 痕 

が あるの は、 後 入の 習 合 だからであろう。 

いざな ぎの 禊ぎ に 先 だ つ て、 よもつ ひら 坂に 現れて 

「白す 言」 あった 菊理媛 (日本 紀 一 書) は、 みぬ ま 類の 

神で はない か。 物語 を 書きつ め、 あるいは もともと 原 

ァハギ ハラ ミソ くだり 

話が、 錯 倒して いたた め、 すぐ 後の 檍 原の 禊ぎ の条 

に 出る の を、 平 坂の 黄泉 道 守の 白 言と 並べた のか も 知 

れぬ。 その 言う こと をよ ろしと して 散 去した と あるの 

は、 藏ぎを 教えた ものと 見るべき であろう。 く、 リは 

水 を 潜る ことで ある。 泳の 字 を 宛てて いると ころから 



見れば、 神 名の 意義 も 知れる。 く、 り 出た 女神 ゆえの 

名であろう。 いざな ぎの 尊ば かりの 行動と して 伝えた 

ため、 この 神 は 陰の 者に なった のであろう。 例の 神 功 

紀の文 は、 このく、 り 媛から みつはへ 続く 禊ぎ の 叙事 

詩の 断篇 化した 形で ある。 住吉 神の 名 は、 底と 中と 表 

とに 居て、 神の 身 を 新しく 活 した 力の 三つの 分化で あ 

る。 「つ ゝ」 という 語 は、 蛇 (= 雷) を 意味す る 古語で 

ある。 「を」 は 男性の 義に 考えられて きたよう であるが 

ミヌメ 

それに 並べ て 考えられた 汶売 • 宗像 • 水 沼の 神 は 実は 

神ではなかった。 神に 近い 女、 神と して 生きて いる 神 

女なる 巫女で あつたので ある。 海 北 ノ道ノ 主ン貴 は、 宗 



わな さ ひこで あり、 丹 波の わな さ 翁 • 媼 も、 同様み ぬ 

ま 

まの 信仰と、 物語と を 撒いて 廻った 神 部の 総 名で あつ 

たに 違いない。 養い 神 を 携え あるいた わな さの 神 部 は、 

みぬ ま • わな さ 関係の 物語の 語りて でもあった。 わな 

さ 物語の 老夫婦の 名の、 わな さ 翁 • M とき まるの は、 

もっとも である。 論理の 単純 を 欲すれば、 比 沼 • 奈 具 

の 神 も、 阿波から 持ち越され たお ほげ つ ひめで あり、 

とよ うかのめ であり、 外宮の 神 だと も 言えよう。 だが、 

わな さ 神 部の 本 貫に ついては、 まだまだ 問題が ぁリそ 

うで ある。 

私 は 実のところ、 比 沼のう な ゐ神は 禊ぎ のた めの 神 



女で あり、 その 仕える 神の 姿 を も、 兼ね 示す ようにな つ 

たものと 信じて いる。 丹波ノ 道主 ノ 貴の 家から 出る 「八 

処女」 の 古い 姿な ので ある。 この 神 女 は、 伊勢に 召さ 

れる だけではなかった。 宮廷へ も、 聖職 奉仕に 上って 

いる。 この 初め を 説く 物語が、 さほ ひめ 皇后の 推奨に 

よる ものと していた ので ある。 知られ 過ぎた 段 だが、 

後々 の 便宜の ために、 引いて おく。 

ミコ 卜モタ およそ 

亦、 天皇、 其 后へ、 命 詔し めして 言 はく、 「凡、 

力なら 寸 

子の 名 は 必 、 母 名 づけぬ。 此 子の 御名 をば、 何 

もう ミ n 卜モタ 

とか 称へ むご かれ、 答へ 白 さく、 …… 。 又 詔 命 

しむる は、 「いかにして、 日足し まつらむ ご 答へ 



白 さく、 「御 母 を 取り、 大湯坐 • 若湯 坐 定め (御 母 

を 取り …… 湯 坐に 定めて と訓む 方が 正しいで あろ 

トリ ミ才モ 

う。 また、 取 御 母 を 養護 御 母の ように 訓ん で、 … 

…に —— としての 義 —— 大湯坐 …… を 定めて とも 

訓 める) て、 ひたし 奉らば 宜け むご かれ、 其 后の 

白し に随 以て 日足し 奉るな り。 又、 其 后に 問 ひ 

て 曰 はく、 「汝所 堅 之 美 豆 能 小 佩 (こおび か) は、 

誰か も 解かむ ご 答へ 申さく、 

タニ ハノヒ n タヽ ス ミチ ノウ シノ ミコ むすめ 

「旦波 比 古 多々 須美 智能 宇斯王 の 女、 名 は 

えひめ おと フタ ミコ 才 ホミタ カラ 

兄 比 売 • 弟 比 売、 此ニ 女王 ぞ、 浄き 公 民 (？) 

なる。 かれ、 使 はさば 宜 けむ。 …… 」 



又、 其 后の 白し のま、 に、 みちのう しの 王の 女 等、 

比 婆 須比売 命、 次に 弟 比 売 命 (次に 弟 比 売 命 …… 

命 …… 命と あるべき ところ だ) 次に、 歌 凝 比 売 命、 

まと の メサ 

次に 円 野 比 売 命、 併せて 四 柱 を 喚 上げき。 (垂仁 

ち， I 

1 一目； 

唯、 妾 死す とも、 天皇の 恩 を 忘れ 敢へ じ。 願 はく 

つかさど ヨキ ツマ 

は、 妾の 掌 れる 后宮の 事、 宜しく 好 仇に 授け 給 

ふべ し。 丹 波 国に 五 婦人 ぁリ。 志 並に 貞潔な り。 

是、 丹 波 道主 王の 女な り。 〔道主 王 は、 稚 日本 根子 

大日々 天皇の 子 (孫) 彦坐 王の 子な リ。 一 に 云 は 

まさ い 

く、 彦湯産 隅 王の 子な リ。〕 当に 掖廷 に納れ て、 后 



宫の 数に 盈っ べしと。 天皇 聴す。 …… 丹 波の 五 女 

を 喚して、 掖 廷に納 る。 第一 を 日 葉 酢 姫 と^ひ、 

第二 を淳葉 田瓊入 媛と 曰 ひ、 第三 を 真砥野 媛と 曰 

ァ ザミヌ イリ 

ひ、 第 四 を※ 瓊入 〔# 「竹かん む リ\ (角 + 力)」、 98- 

S 媛と 曰 ひ、 第五 を 竹 野 媛と 曰 ふ。 (垂 仁紀) 

この 後が、 古事記で は、 弟 王 二 柱、 日本 紀 では、 竹 

ふかき ふち 

野 媛が、 国に 戻される 道で、 一 人 は 恥じて 峻淵 に (紀 

では 自堕 輿と ある) 堕ち 入って 死ぬ。 それから、 堕 国 

オト 

と言うた 地名 を、 今では 弟 国 と言うと あるいは なが ひ 

W 式の 伝えに なって いる。 

思う に、 悪女の 呪いの この 伝えに もあった のが、 落 



ちた ものであろう。 ほむち わけの みこの もの 言わぬ 因 

縁 を 説いた のが、 古事記で は、 すでに、 出雲大 神の 祟 

りと 変って いる。 出 雲と 啞 王子と を 結びつけた 理由 は、 

才 チイ 

ほかに ある。 紀の自 堕輿而 死の 文面 は 「自ら 堕り、 

興 して 死す」 と 見るべき で、 輿 は 興の 誤りと 見た 方 

がよ さそう だ。 「おつ」 二お ちいる」 という 語の 一 つの 

用語 例に、 水に 落ち ， J んで 溺れる 義がぁ つ たのだろう。 

自殺の 方法のう ち、 身投げの 本 縁 を 言う 物語 を 含んだ 

ものである。 水の 中で 死ぬ る ことのは じめ を ひらいた 

丹 波 道主 貴の 神 女 は、 水の 女であった からと 考えた の 

である。 



九 兄 媛 弟 媛 



や をと め を 説かぬ 記. 紀に も、 二人 以上の 多人数 を 

承認して いる。 神 女の人 数 を、 七 処女. 八 処女. 九の 

処女な どと 勘定して いる。 これ は、 多数 を 凡そ 示す 

数詞が 変化して いったた めで ある。 それと ともに 実数 

きた 

の 上に 固定 を 来した 場合 もあった。 まず 七 処女が 古く、 

八 処女が それに 替 つて 勢力 を 得た。 これ は、 神 あそび 

の 舞 人の 数が、 支那 式の 「佾」 を 単位と する 風に、 もつ 

とも 叶う ものと 考えられ だした からだ。 ただの 神 女 群 



いる 一 人が え (兄) で、 その 余 は ひっくるめて おと (弟) 

と言うた。 古事記 はすで に 「弟」 の 時代 用語 例に 囚ゎ 

才ホ 

れて、 矛盾 を 重ねてい る。 兄に 対して 大 ある ごとく、 

ワカ 

弟に 対して 稚を 用いて、 次位の 高級 神 女 を 示す 風から 

見れば、 弟に も 多数と 次位の 一 人と を 使い わけた の だ。 

すなわち 神 女の、 とりわけ 神に 近づく 者 を 二人と 定め、 

その 中で 副 位の をお とと 言うよう にな つたので ある。 

こうした 神 女が、 一群と して 宮廷に 入った のが、 丹 

波 道主 貴の 家の 女であった。 この 七 処女 は、 何のた め 

に 召された か。 言うまでもな くみ づ の を ひも を 解き 奉 

るた めで ある。 だが、 紐と 言えば、 すぐ 聯想 せられる 



藤 原 氏の 権勢 も、 その 氏 女なる 藤 原 女の 天の羽衣に 触 

れる 機会が 多くな つたから である。 

才力 ミ 

わが 岡の 霞に 言 ひて 降らせた る、 雪の くだけし、 

そこに 散りけ む (万 葉巻 二) 

天武の 夫人、 藤 原ノ大 刀自 は、 飛鳥の 岡の 上の 大原 

に 居て、 天皇に 酬いて いる。 この 歌の ごとき は 「降ら 

まく は 後」 とのから かいに 対する 答えと 軽く 見られて 

いる。 が、 藤 原 氏の 女の、 水の 神に 縁の あった こと を 

見せて いるので ある。 「雨 雪の こと は、 こちらが 専門 

なのです」 こういった 水の 神 女と しての 誇りが、 おも 

しろく 昔の 人に は 感じられた のであろう。 藤 井が 原 を 



改めて 藤 原と したの も、 井の 水 を 中心とし たからで あ 

る。 中臣女 や、 その 保護者の、 水に 対する 呪 力から、 

飛鳥の 岡の 上の 藤 原との りなお して、 一 つに 奇瑞 を 示 

したからで あろうと 考える。 中 臣寿詞 を 見ても、 水. 

湯に 絡んだ 聖職の 正 流の ような 形 を 見せて いる。 中臣 

女の 役が、 他 氏の 女よりも、 恩寵 を 得る 機会 を 多から 

しめた。 光明 皇后に、 薬湯 施行に 絡んで、 廃疾 人と し 

て 現れた 仏 身 を 洗うた 説話の 伝って いるの も、 中臣女 

としての 宮廷 神 女から、 宮廷の 伝承 を排 して、 后 位に 

備る にさえ 到った 史実の 背景 を 物語る ので ある。 藤 原 

の 地名 も、 家名 も、 水 を 扱う 土地. 家筋と しての 称え 



藤 原の 名が、 水神に 縁 深い 地名で あり、 家の 名. 団体 

の 名に もな つて、 かならずしも 飛鳥の 岡の 地に 限らな 

フチ 

かった こと を 見せる。 ふぢ はふち と 一 つで 「淵」 と 固 

定 して 残った 古語で ある。 かむ はたと ベ の 親 は、 山 

背ノ 大国 ノ不遅 (記に は、 大国 之 淵) であった。 水神 を 

意味す るの が 古い 用語 例で はない か。 ふかぶ ちの みづ 

やれば なの 神 . しこぶ ちな どから 眚 一 • 尊な ども、 水神 

に 絡んだ 名前ら しく 思われる。 神聖な 泉が あれば、 そ 

こに は、 ふちの いる 淵が ある ものと 見て、 川 谷に 縁の 

ない 場処 なら、 ふち はらと 言うた のであろう。 

ミゾ 

み づのを ひものみ づは瑞 と 考えられそう である。 だ 



が、 それよりも まだ 原義が ある。 このみ づは 「水」 と 

いう 語の 語原 を 示して いる。 聖 水に 限った 名から、 日 

常の 飲料 を すら 「み づ」 と言うよう になった。 聖水を 

言う 以前 は、 禊ぎ の 料と して、 遠い 浄土から、 時 を 限つ 

てより 来る 水 を 言うたら しい。 満潮に 言う みつも、 そ 

の 動詞 化した ものであろう。 だから、 常世 波と して 岸 

さか のぼ 

により、 川 を 溯 リ、 山野の 井泉の 底に も 通じて 春の 

初めの 若水と なる ものである。 みつくし は、 このみ 

1 を あびた ものの 顔から 姿に 言う 語で、 勇ましく、 猛々 

しく、 若々 しく、 生き生き している などと 分化する。 

初春の 若水なら ぬ 常の 日の 水 を も、 祝福して 言うた と 



ころから 拡がった ものであろう。 満潮 時 をば、 人の 生 

れる 時と 考える の も、 常世から 魂のより 来る と 考えた 

ためで あるら しい。 みつぬ かし は (三角 柏 • 御 綱 柏) 

や、 みづきと 通称せられ るいろ いろの 木 も、 禊ぎ に 用 

いた 植物で、 海の あなたから 流れよ つて、 根 をお ろし 

たと 信じられ ていた ものら しい。 

^^はまた 地名に もな つた。 そうした 常世 波の みち 

来る 海浜と して、 禊ぎ の 行われた ところで ある。 御津 

とする の は 後の 理 会で 「つ」 そのもの からして 「み」 

を 敬語と 逆 推してと り 放した のであった。 常世 波 を 広 

く 考えて、 遠くより より 来る 船の、 その 波に 送られて 



来着く 場処 としての みつを 考え、 さらに 「つ」 とも 言 

うように なった ので ある。 だから、 国 造の 禊ぎ する 出 

やそし ま ゴケィ なにわ 

雲の 「三 津」、 八十 島 祓ぇゃ 御 禊の 行われた 難 波の 

「御津」 などが あるの だ。 津 と言うに 適した 地形で あつ 

て も、 かならずしも どこも かしこ も、 津とは 称えない 

わけなの である。 後に は^^の 第一 音ば かりで、 水 を 

表して 熟語 を 作る ようになった。 

一 一 天の羽衣 



み づのを ひも は、 禊ぎ の聖 水の 中の 行事 を 記念して 



いる 語で ある。 瑞 という 称え 言ではなかった。 この^ 

引 は 「あわ 緖」 など 言う に 近い 結び 方 をした もので は 

、^ク 

なレカ 

天の羽衣 や、 み づのを ひも は、 湯. 河に 入る ために 

か まと 

つけ 易え る ものではなかった。 湯水の 中で も、 纏うた 

まま はいる 風が 固定して、 湯に 入る 時に つけ 易え る こ 

とに なった。 近代 民間の 湯 具 も、 これで ある。 そこに 

水の 女が 現れて、 おのれの み 知る 結び目 を ときほぐし 

て、 長い 物忌みから 解放す るので ある。 すなわち これ 

と 同時に 神と しての 自在な 資格 を 得る ことになる。 後 

に は、 健康の ための 呪術と なった。 が、 もっとも 古く 



は、 神の 資格 を 得る ための 禁欲 生活の 間に、 外から も 

侵されぬ よう、 自ら も 犯さぬ ために 生命の 元と 考えた 

部分 を 結んで おいた ので ある。 この 物忌みの 後、 水に 

入り、 変 若返って、 神と なりきる ので ある。 だから、 

カム ナガ ラ 

天の羽衣 は、 神 其 物の 生活の 間に は、 不要な ので、 こ 

れ をと リ 匿され て 地上の 人と なった というの は、 物 忌 

み 衣の 後の 考え方から 見た ので ある。 さて 神と しての 

生活に 入る と、 常人 以上に 欲望 を 満たした。 みづ の を 

^^を 解いた 女 は、 神秘に 触れた の だから、 神の 嫁と 

なる。 おそらく 湯 棚. 湯 桁 は、 この 神事の ために、 設 

け はじめた のだろう。 



常世から 来る みづ は、 常の 水より 温い と 信じられて 

いたので あるが、 ゆと なると さらに 温度 を 考える よう 

になった。 ¥ はもと、 斎で ある。 しかし このまま では 

語 をな すに 到らぬ。 斎 用水 あるいは ゆか はみ づの 形が 

ちぢま 

だんだん 縮って、 ゆ 一 音で、 斎 用水 を 表す ことができ 

るよう になった。 だから、 ¥ は 最初、 禊ぎ の 地域 を 示 

した。 斎戒沐浴 を ゆか は あみ (紀に は、 沐浴 を訓 む) 

と言う こと も ある。 だんだん ゆか は を 家の 中に 作って 

ゆか は あみ を 行うよう にな つ た。 「いづる ゆか は」 が 

いでゆで あるから 推せば、 ゆか はも 早くぬ る 水に な つ 

ていたであろう。 ゆか はが 家の 中の 物と して、 似 あわ 



しくな く 感じられ だしてく ると、 ゆか は を 意味す る ゆ 

がし だいにぬ る 水の 名と なって ゆく の は、 自然で ある。 



一 一 一 たなばた つめ 



ゆか はの 前の 姿 は、 多く は 海浜 または 海に 通じる 川 

の 淵な どに あった。 村が 山野に 深く 入って から は、 大 

河の 枝 川 や、 池. 湖の 入り込んだ ところな ど を 択んだ 

ようで ある。 そこに ゆか はだな (湯 河 板挙) を 作って、 

神の 嫁と なる 処女 を、 村の 神 女 (そこに 生れた 者 は、 

せいじょ かい 

成 女戒を 受けた 後 は、 皆 この 資格 を 得た) の 中から 選 



り 出された 兄 処女が、 このた な 作りの 建て 物に 住んで、 

神のお とずれ を 待って いる。 これが 物見 やぐら 造りの 

をさず き (また、 さじき)、 懸崖 造りな の をた なと 言う 

たらしい。 こうした 処女の 生活 は、 後世に は 伝説 化し 

て、 水神の 生け贄と いった 型に 入る。 来るべき 神の た 

めに 機 を 構えて、 布 を 織って いた。 神 御 服 はすな わち、 

神の 身と も 考えられて いたから だ。 この 悠遠な 古代の 

印象が、 今に 残った。 崖の 下の 海の 深淵 や、 大河 -谿 

谷の 澱 の あたり、 また 多く は 滝壺の 辺な どに、 箴の音 

が 聞え る。 水の 底に 機 を 織って いる 女が いる。 若い 女 

とも 言う し、 処 によって は 婆さん だと も 言う。 问 しろ、 



たなばた つめと は、 たな (湯 河 板挙) の 機 中に いる 

女と いう ことで ある。 銀河の 織女星 は、 さながら、 お 

なば た つめで ある。 年に 稀に おとなう 者 を 待つ 点 も 

そっくり である。 こうした 暗合 は、 深く 藤 原. 奈良時 

代の 漢文学 かぶれの した 詩人、 それから 出た 歌人 を 喜 

ばした に違いない。 彼ら は、 自分の 現実 生活 を すら、 

唐 代 以前の 小説の 型に 入れて 表して、 得意に なって い 

たくらい だから、 文学的に は 早く 支那 化せられて しも 

うた。 それから 見る と、 陰陽道の 方式な ど は、 徹底せ 

ぬ ものであった。 だから、 どこの 七夕 祭り を 見ても、 

固有の 姿が 指摘 せられる。 



は、 地上に も 移されて いた。 大和の 高巿は 天の 高巿、 

近 江の 野 洲川は 天の 安河と 関係 あるに 違いない。 天の 

二 上 は、 地上 到る 処に、 二 上 山 を 分布 (これ は 逆に 天 

のぼ いんみ よう 

に 上した ものと 見ても よい) した。 こうした 因明以 

前の 感情の 論理 は、 後世まで も 時代 • 地理 錯誤の 痕を 

残した。 

湯 河 板挙の 精霊の 人格化ら しい 人名に、 天 ノ湯河 板 

くぐい お ミナト 

挙があって、 鵠を逐 いながら、 御 禊ぎ の 水門 を 多く 発 

ユカ ハ 

見した と言うて いる。 地上の 斎 河 を 神聖 視 して、 天上 

の 所在と 考える こと もで きたから である。 こうした 習 

ァメ 

慣 から、 神聖 観 を 表すた めに 「天」 を 冠ら せる ように 



もな つた。 

一 三 箴 もつ 女 

地上の 斎 河に、 天上の 幻 を 浮べる ことができ るの だ 

から、 天漢に 当る 天の 安河. 天の河 も、 地上の ものと 

混同して、 さしつかえ は 感じなかった ので ある。 

ばた つめ は、 天上の 聖職 を 奉仕す る ものと も 考えられ 

た。 「あめなる や、 弟 たなばたの …… 」 と言うよ うに 

なった わけで ある。 天の 棚 機 津女を 考える ことができ 

れば、 それに あたかも 当る 織女星に 習 合 もせられ、 ま 



た 錯誤から くる 調和 もで きやすい。 

おと • たなばた を 言う から は、 水の 神 女に 二人 以上 

を 進めた こと も あるの だ。 天上の 忌服 殿に 奉仕す るれ 

かひる め に対するお ほひる めの あった こと は、 最高の 

巫女で も、 手ず から 神の 御 服 を 織った こと を 示す の だ。 

古代に は、 機に 関した 讃ぇ 名ら しい 貴女の 名が 多 

かった。 二三 をと り 出す と、 おし ほみ ゝ の 尊の 后 は、 

たく はた • ち はた 媛 (また、 たく はた • ち 、媛) と 申 

した。 前に も 述べた 大国 不 遅の 女 垂仁 天皇に 召された 

水の 女らしい 貴女 も、 かり はたと ベ (いま 一 人 かむ は 

たと ベ を あげた の は 錯誤 だ ) 、 おと • かり はたと ベ と 一一 一一 n 



う。 くさ か . はた ひ 媛 は、 雄 略 天皇の 皇后と して 現れ 

た 方で ある。 

神 功 皇后の み 名お きなが • たらし 媛の 「たらし」 も、 

記に、 帯の 字 を 宛てて いるの が、 当ってい るの かも 知 

れぬ。 

ァメ メ卜リ ォロ 

ひさかたの 天 かな 機。 「女 鳥の わがお ほきみ の 織 

す 機。 誰が 料ろ かも ご 

記 • 紀 の 伝え を 併せ 書く と、 こういう 形になる。 皇 

女. 女王 は 古く は、 皆 神 女の 聖職 を 持って おられた。 

この 仁徳の 御製と 伝える 歌な ども、 神 女と して 手ず か 

ら機 織る 殿に、 おとずれる まれび との 姿が 伝えられて 



いる。 機 を 神殿の 物と して、 天 を 言う ので ある。 言い 

かえれば、 処女の 機屋に 居て はたらく の は、 夫なる ¥ 

れ びと を 待って いる こと を、 示す ことに もな つていた 

のであろう。 

天孫 又 問 ひて 曰 はく、 「其秀 起た る浪の 穂の 上に、 

やひろ どの タ タ ダマ ハタ 才 ヲ トメ これ た 

八尋殿 起て ゝ、 手玉 も ゆらに 織紝る 少女 は、 是誰 

ムス メ おおや まつみ ェ 

が 子女 ぞご 答へ て 曰 はく、 「大山 祇ノ 神の 女 等、 大 

いわなが ナノ オト このはな さくや ナノ 

は 磐 長 姫と 号り、 少は、 木 華開耶 姫と 号る ご …… 

(日本 紀 一 書) 

ユカ ハ カム ハタ 

これ は、 海岸の 斎 用水に 棚 かけわたして、 神 服 織る 

兄 たなばた つめ • 弟 たなばた つめの 生活 を、 やや こま 



の ゆき あいに 行うた 鎮 花祭 と 同じ 意義 の もので、 奈良 

朝よりも 古くから、 邪気 送りの 神事が 現れた こと は考 

えられる。 鎮 花祭に ついては、 別に 言う おり もあろう _ 

ただ、 木の 花の 散る ことの 遅速に よって、 稲の 花お よ 

ヤス ラ 

び 稔りの 前兆と 考え、 できるだけ 躊躇わせよ うとした 

のが、 意義 を 変じて、 田に は 稲 虫の つかぬ ようにと す 

る ものと 考えられた。 それと 同時に、 農作 は、 村人の 

健康. 幸福と 一 つ 方向に 進む ものと 考えた。 だから、 

田の 稲 虫と ともに 村人に 来る 疫病 は、 逐 わるべき もの 

となった。 春祭りの 「春 田打ち」 の 繰り返しの ような 

行事が、 だんだん 疫神 送りの ような 形に なった。 



行 うたみ づのを ひも や、 天の羽衣 ようの 物 をつ ける 

ことであった。 後代に は、 常 もとり かくよう になった 

が、 これ は 田植えの はじまる までの ことで、 いよいよ 

早苗 をと り 出す ようにな ると、 この 物忌みの ひも は 解 

き 去られて、 完全に、 神と しての ふるまいが 許される。 

それまでの 長雨 忌みの 間 を 「馬に こそ、 ふ も だし かく 

カイ ホダ シ 

れ」 と 歌われた 繫. 絆 (すべて、 ふ も だし) の 役目 を 

する のが、 ^^であった。 こういう 若い 神た ちに は、 

中心と なる 神が あった。 これら 眷属を 引き連れて 来て、 

田植えの すむ まで 居て、 さなぶ りを饗 けて 還る。 この 

群 行の 神 は 皆簑を 着て、 笠に 顔 を 隠して いた。 いわば 
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